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【スライド-1】

「日本・韓国・米国での回想法

の内容分析を元にして日本人特

有の考え方や精神性を明らかに

し、日本人のがん患者に特化し

た回想法の開発を行う」という

題名で発表いたします。

【スライド-2】

共同研究者はスライドの通り

で、韓国は韓国カトリック大学

の 方 が 、 米 国 は St. Francis

Hospice の方が共同研究で入ってくださいました。

【スライド-3】

終末期のがん患者さんの苦痛について。

終末期とは予後半年と言われています。専門家の方が非常に多くいらっしゃる中で

僭越ですけれども、終末期のがん患者さんの苦痛としては、体が痛いとか、いろいろ

な身体的な苦痛があります。また、自分が社会的な役割が担えないという社会的な苦

痛、不安などの精神的苦痛や心理的苦痛があります。さらに、近年言われていますス
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ピリチュアルペインというものも

あります。

【スライド-4】

スピリチュアリティについて。

終末期の患者さんは「自分は生

きていても意味がない」、「このま

ま死ぬのを待つだけだ」といった

ように生きる意味や目的感を失っ

たり、心が穏やかになれないとい

うことがあります。本研究では、

スピリチュアリティを「生きる意

味感や目的感」、「心の穏やかさ」と定義し、意味感や目的感を失うことをスピリチュ

アルペインとして定義いたしました。

回想法というのが心理療法としてありまして、回想法はクライアント（患者さん）

が面接者と共に何らかの目的で昔のことを思い出したり、人生をレビューしていくと

いうようなことです。より構造的に人生全体に亘って、「あのときは良かった」、「こ

のことはどうだった」というふうに回想に評価を行う場合はライフレビューと呼んで

います。

【スライド-5】

「終末期がん患者さんのスピリチュアルペインとそのケア」というものを村田先生

が提示しています。スピリチュアルペインには大きく 3 つの要素があると言われてい

ます。

「時間的存在である患者は将来を失う」。「あと 1 ヶ月で自分がこの世の中から居な

くなる」というような時間的存在です。そして、「愛する人たちと別れなければいけ

ない」というような関係存在を失う、他者を失うということがあります。さらに、

「自分の自立しているものが全て出来なくなって、ベット上で生活しなくてはならな

い」という、自立存在である自立

や生産性を失うというペインがあ

ります。

それらについて、例えば時間的

存在である患者さんは無意味感を

感じたり、無目的感を感じます。

それらに対するケアの方法とし

て、「生の回顧を促す」、「自分史

を編む」といったようなものがあ

りまして、このことから終末期の

がん患者さんにはライフレビュー

というのが有効だろうと予想され
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テーマ：がんとヘルスリサーチ

ました。

そこで、従来回想法は高齢者を対象にした研究が多く、だいたい 1 ヶ月間くらいを

かけてするのですけれども、がんの終末期の患者さんは 1 ヶ月間というのは長すぎる

ので、短期回想法というものを開発いたしました。終末期のがん患者さんのスピリチ

ュアリティを向上させるために、1 週間で完結する（終わってしまう）回想法です。

【スライド-6】

先行研究を参考にして質問をし

ました。「人生で一番大切と思わ

れることはどういうことですか」

とか、「人生で最も印象に残って

いる思い出はどのようなものです

か」、さらに、「家族がまだ知らな

いけれど伝えてみたいと思うこと

は何かございますか」というもの

がありました。

回想を利用した C h o c h i n o v の

研究で、「家族への言葉」を残す

セラピーが効果があるといわれて

います。

しかし、これらは海外の先行研

究や日本人の高齢者を対象とした

研究で用いられた質問なので、こ

れが果たして本当に終末期のがん

患者さんに適当かということは分

かりませんでした。

【スライド-7】

短期回想法のプログラムにみら

れる質問項目は海外の文献や高齢

者を対象としたものなので、私たちは、日本人に特化したスピリチュアリティを向上

させるための短期回想法を開発するために、海外との比較研究を行いました。

対象は、日本では 2 つのホスピス病棟に入院中の 2 0 名が参加し、韓国でも 2 つの

ホスピス病棟の 1 6 名が参加し、アメリカでは 2 つのホスピス病棟の 7 名が参加しま

した。

【スライド-8】

対象は日本人は男性 5 名、女性が 1 5 名で、計 2 0 名の方が参加し、韓国の方は女性

が 1 0 名で合計 1 6 名でした。宗教についてみますと、韓国の方はほとんどがカトリッ

クのクリスチャンということでありまして、日本人の方は仏教の方が 3 名でしたが、

スライド-6
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ほとんどは様々な自分たちの宗教をお持ちでした。

【スライド-9】

質問紙について。

スピリチュアリティの設定には F A C I T - S p というものがありまして、人生の意味感

や目的感を考えるような質問紙です。不安や抑うつの測定には H A D S（H o s p i t a l

Anxiety Depression Scale）を使いました。

手順は（1）1 回目の面接で患者さんは面接者とともにライフレビューを行います。

（2）1 回目の面接が終了した後に面接者は簡単な自分史を作って、（3）2 回目の面接

で患者さんは自分史の内容を一緒に確認していきます。そして、初回の面接の前後に

質問紙に口頭で回答していただくことを行いました。実際には患者さんがレビューし

たものをもとにして、私の方で自分史を作っていきました。

私は今回は臨床心理士ということで介入させていただきました。

【スライド-10, 11】

スライド- 1 1 はアメリカの St. Francis Hospice の方で作った患者さんのレビューで
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す。「私は自分の人生がとっても良かった」ということをライフレビューで作って、

自分史もこういう形で綺麗にまとめておられました。

【スライド-12】

分析ですが、回想の内容は、

F A C I T - S p の得点差を個人毎に出

して、面接の前と後でどのくらい

点数の差が出たかというものを 4

段階に分けました。内容分析はパ

ソコンのソフトのテキストマイニ

ングを用いました。この分析では

テキストデータを意味のある語彙

に分解して分析し、今回は出現頻

度と F A C I T - S p の得点を対応させ

る対応分析を行っていきました。

【スライド-13】

結果です。

このように出てきます。数値は

入れていなくて、大体のところを

示しています。日本の場合や、韓

国、アメリカの場合が出ています。

対応分析の結果、回想の内容か

らから抽出された要因で得点が高

い方から低い方へ 3 つの要因が、

それぞれの国から抽出されていき

ました。

日本の場合は、「他者との良い人間関係」を大切にしたり、「自分が今までやってき

たことに対するものへの満足感」、そして、「良い思い出や大切なこと」などを中心に

して回想していきました。

韓国は、「宗教的な生活」、そして、「生きる上での正しい生き方」。宗教に対してと

いうことが非常に強いかと思うのですけれど、どのようにして自分が正しい生き方を

してきたのかというようなことを言われていました。さらに「子供たちへの強い思い」

や、「残す言葉（言っておきたい言葉）」ということがありました。

米国では、「愛や誇り」、「残す言葉」。「私はあなたを愛している」ということなど

が前面に出ていました。さらに、「良い思い出」とかがありました。

最終的には、得点が低い方々やあまり差が出なかった方々というのは、後悔や喪失

感が高い方々ということでした。

ここで「残す言葉」というのが韓国と米国で出ているのですけれども、これは最初

に出てきた C h o c h i n o v の研究で「家族に残しておきたい言葉」というセラピー（ディ
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グニティ サイコ セラピー）が非常に有効だけれども、日本ではディグニティ サイコ

セラピーというよりも、このような短期回想法の方が良いのではないかということに

結び付いていきます。

【スライド-14】

プログラムにつきまして。

だいたいこの辺り（上から 6 番

目くらいまで）は人生で大切なこ

となどは同じなのですけれども、

先ほどの 3 つの要因については、

このような各国の特徴に特化した

ものについてのプログラムを入れ

る方が、より国の特徴を反映した

ものになると考えられます。

【スライド-15】

まとめと結論ですが、（1）各国

で回想の主要な関心は異なること

が明らかにされました。これより、

短期回想法を実施する際には、そ

れらの関心に焦点を当てた方法が

患者のスピリチュアリティの向上

に効果があることが示されまし

た。（2）特に日本では「家族との

良好な人間関係」や「達成したこ

と」、「良い思い出」などの質問項

目を入れたプログラムがより介入

として効果があることが明らかに

されました。

今回ご支援いただいた方々に感謝いたします。

質疑応答

会場：　このスピリチュアルペインというのは、死ぬということを理解しているか・

していないかというところで、だいぶ違ってくるのですね。日本の場合の 2 つ

のホスピスでは、皆さん死ぬということを理解して日々を過ごしていらっしゃ

る方であると、そう理解してよろしいでしょうか。

－ 202 －

スライド-14

スライド-15

安藤先生197-204  09.4.22  14:17  ページ202



安藤：　はい、今回は皆さん、先生（医師）の方からそう言われている方でした。

会場：　今のご発表は日本と韓国とアメリカということで、文化的に括るとしたら東

洋文化と西洋文化ということになるのですが、ただ、宗教は、韓国はほとんど

の方はキリスト教だということです。そういう文化的なバックグランドが、死

生観とか死の受け止め方、あるいはスピリチュアルペインということに関係し

てくると思うのですけれども、その辺の解析はなされているのでしょうか。

安藤：　まだ、そこまではいっていないのですけれども、韓国の方は非常に神様との

関係というのが強くて出ています。神様との関係とか神様を信じていらっしゃ

る方は、不安は低いというか、スピリチュアリティも高いと思われます。日本

の場合はそこまで特定の宗教とか神様に対して思っていらっしゃる方が少なか

ったので、根拠とするものとか、家族であるとかというように、頼れるものが

ある時は良いのですが、特に自分が頼れるものが無い方はスピリチュアリティ

が低いと思われます。

今後解析したいと思います。

会場：　また、アメリカはキリスト教が 1 名だけでしたよね。私はこういう国際比較

のとき、日本はこうだアメリカはこうだという比較は結構なのですけれども、

アメリカの標準的なものになっているのかなと、ちょっと疑問を感じました。

「日本のここの 2 つのホスピスでやったものはどうだ」という表現をしないと

言葉の方が一人歩きをするという恐れがありますので、その辺を慎重にやって

いただけたらなと思いました。

安藤：　有り難うございました。今回、対象になられた方が非常に少ないということ

がありますので、それも配慮して公表していきたいと思います。

会場：　日本人の特徴は「他者との良い関係関係」、「達成できたこと」、もう一つが

「良かった思い出」でしたが、その「達成できたこと」の中身とか「良い思い

出」の中身というのは、かなり共通していたものなのですか。あるいは多様だ

ったのか。どんなものがあったか教えていただけたらと思います。

安藤：　「良かった思い出」というのは、「家族との良かった思い出」というのが多

くて、「家族とどうこうした」とか、「小さい頃良かった」とか、「両親がどう

だった」とかという思い出が多かったようです。

また、「達成したもの」というのは、普通の高齢者だっだら、何かすごいこ

とを達成したというよりも、女性の方だったら「子供を育ててきたこと」が自

分の一つの達成感だ、男性の方だったら「仕事を最後まで続けてきたこと」が

良かったことだ、というような意味合いが非常に強かったと思います。個々達

成したところは違うのですけれども、大きくはだいたいそういうカテゴリーだ
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ったと思います。

会場：　そうすると、子供であるとか家族とか、それが全般に多いというイメージで

すか？

安藤：　多いと思います。

座長：　先ほどの会場からのご質問とも関連するのですけれども、3 つの国を選ばれ

たのは何か理由があったのですか？

安藤：　東洋的なものと西洋的なもの、そして、韓国は非常に日本と近いのですが、

何か違いがあるというようなことです。宗教を持っていらっしゃる方が多いと

いうことだったので韓国を選びました。また、最初は米国ではなくて英国にし

ていたのですけれども、英国の方では倫理委員会で非常に難しいということだ

ったので、急遽米国に替えたという経緯がありました。
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